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は
じ
め
に

江
戸
川
乱
歩
（
明
治
二
七
年
生
〜
昭
和
四
〇
年
没
。
本
名
平
井
太
郎
。）
は
、
大
正

一
二
年
四
月
『
新
青
年
』
に
掲
載
さ
れ
た
短
編
作
品
「
二
銭
銅
貨
」
で
作
家
と
し
て
世
に

出
た
。
早
稲
田
大
学
卒
業
以
降
か
ら
専
業
作
家
と
し
て
の
活
動
を
開
始
し
た
大
正
一
四
年

ま
で
は
、
会
社
勤
め
を
し
た
り
実
弟
と
古
本
屋
経
営
を
し
た
り
「
転
々
し
た
職
業
が
二
十

幾
つ
あ
る
と
い
ふ
様
な
」（
江
戸
川
乱
歩
「
あ
の
作
こ
の
作
」、昭
和
四
年
七
月
博
文
館
『
世

界
探
偵
小
説
全
集
』
第
二
三
巻
）、
多
様
な
職
業
経
験
の
持
ち
主
で
あ
る
。

「
学
生
時
代
に
、
読
ん
だ
も
の
の
短
評
を
書
き
集
め
て
、
そ
れ
を
分
類
し
て
、
三
百
何

十
頁
の
手
製
の
書
物
を
作
」（「
あ
の
作
こ
の
作
」、
前
掲
同
）
っ
た
と
述
べ
、
昭
和
七
年

発
表
の
「
火
縄
銃
」
の
原
案
は
大
正
五
年
以
前
、「
学
生
時
代
、
日
記
帳
の
余
白
に
書
き

つ
け
て
お
い
た
も
の
」（
江
戸
川
乱
歩
「
あ
と
が
き
」、
昭
和
三
八
年
六
月
桃
源
社
『
江
戸

川
乱
歩
全
集
』
第
一
八
巻
）
だ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
専
業
作
家
と
な
る
ま
で
の
職
業
経

験
だ
け
で
な
く
学
生
時
代
の
読
書
体
験
や
私
的
な
創
作
も
ま
た
、
後
年
の
江
戸
川
乱
歩
と

い
う
作
家
の
作
風
形
成
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
彼
が
大
学
二
年
生
の
大
正
四
年
一
月
『
自
治
新
聞
』
に
発
表
し
た
「
長
詩   

オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
」
の
取
材
源
を
探
り
、
多
数
存
在
す
る
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
を
テ
ー

マ
と
し
た
文
芸
作
品
の
う
ち
、
特
に
そ
れ
を
取
材
源
に
選
択
し
た
理
由
を
考
察
す
る
。

江
戸
川
乱
歩
が
第
二
次
世
界
大
戦
中
か
ら
制
作
に
着
手
し
た
自
伝
的
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ

ク
『
貼
雑
年
譜
』
に
よ
れ
ば
、
大
正
三
年
彼
が
「
大
学
部
二
年
二
十
一
才
の
暮
」、
伊
賀

出
身
の
代
議
士
川
崎
克
が
主
宰
す
る
『
自
治
新
聞
』
の
編
集
を
手
伝
っ
て
い
た
。
江
戸
川

乱
歩
、
長
谷
川
光
太
郎
、
斎
木
政
太
郎
編
『
川
崎
克
伝
』（
昭
和
三
一
年
二
月
川
崎
克
伝

刊
行
会
）
に
よ
れ
ば
、
川
崎
克
が
『
自
治
新
聞
』
を
興
し
た
の
は
川
崎
が
三
五
歳
の
大
正

三
年
夏
頃
、
尾
崎
咢
堂
に
従
い
政
治
活
動
を
行
う
傍
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。「
事

務
所
を
日
本
橋
呉
服
橋
一

の
脇
に
お
き
、自
ら
社
長
兼
主
幹
と
し
て
堂
々
の
筆
陣
を
張
」
っ

た
が
、
大
正
三
年
一
二
月
二
五
日
の
議
会
解
散
に
伴
う
大
正
四
年
三
月
二
五
日
衆
議
院
議

員
総
選
挙
へ
の
中
正
会
公
認
と
し
て
の
立
候
補
に
よ
り
発
行
を
一
時
中
止
、
当
選
後
も
政

治
活
動
の
多
忙
さ
か
ら
そ
の
ま
ま
廃
刊
し
た
と
い
う
。

『
貼
雑
年
譜
』
で
は
、「
長
谷
川
君
二

ト
私
ト
デ
編
集
実
務
に
当
ツ
タ
ガ
、
後
ニ
ハ
主
ト

シ
テ
私
ガ
ヤ
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ
、
記
事
ハ
勿
論
、
カ
ツ
ト
ヤ
表
紙
ナ
ド
ノ
絵
モ
私
ガ
書
イ
タ
。

（
中
略
）
同
誌
ハ
大
正
四
年
一
月
号
（
第
四
号
）
デ
資
金
難
ノ
タ
メ
廃
刊
ニ
ナ
ツ
タ
」（『
貼

雑
年
譜
』）
と
、
少
な
い
人
員
で
発
刊
を
行
っ
て
い
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『
貼
雑
年
譜
』
に
は
、
大
正
三
年
か
ら
約
一
年
間
、
五
冊
ほ
ど
発
行
し
た
肉
筆
回
覧
雑

誌
『
白
虹
』
に
つ
い
て
記
し
た
中
に
「
私
ハ
何
カ
シ
ラ
雑
誌
ノ
編
集
、
発
行
ト
イ
フ
ヤ
ウ

ナ
コ
ト
ヲ
シ
ナ
イ
デ
ハ
我
慢
ガ
出
来
ナ
カ
ツ
タ
ノ
デ
ア
ル
」
と
あ
り
、『
自
治
新
聞
』
の

編
集
補
助
作
業
は
彼
の
趣
味
に
も
沿
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
白
虹
』発
行
時
期
は『
自

治
新
聞
』
の
編
集
補
助
を
行
っ
て
い
た
時
期
と
若
干
重
な
っ
て
お
り
、『
白
虹
』
に
寄
稿

し
た
長
詩
を
そ
の
ま
ま
『
自
治
新
聞
』
に
掲
載
し
た
こ
と
も
あ
る
と
『
貼
雑
年
譜
』
に
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、「
長
詩　

オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
」
で
あ
る
。

一
、
明
治
、
大
正
期
の
日
本
に
お
け
る
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
の
知
名
度

「
長
詩　

オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
」
は
『
自
治
新
聞
』
最
終
号
と
な
っ
た
大
正
四
年
一
月

一
日
『
自
治
新
聞
』
に
「
さ
ゝ
ふ
ね
」
名
義
で
三
章
ま
で
掲
載
さ
れ
、
未
完
と
記
さ
れ
て

終
わ
っ
て
い
る
。『
貼
雑
年
譜
』
記
載
の
乱
歩
の
説
明
に
よ
れ
ば
、「
コ
ノ
稚
気
満
々
タ
ル

叙
事
詩
ノ
如
キ
モ
ノ
ハ
、
前
記
回
覧
雑
誌
『
白
虹
』
ノ
何
号
カ
ニ
寄
稿
シ
タ
モ
ノ
ヲ
、
大

胆
ニ
モ
自
治
新
聞
ニ
掲
載
シ
タ
」
と
い
い
、「
コ
ノ
文
章
デ
モ
分
ル
ヤ
ウ
ニ
、
私
ハ
大
学

時
代
文
学
ト
イ
フ
モ
ノ
ヲ
全
ク
知
ラ
ナ
カ
ツ
タ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
白
虹
』
と
『
自

治
新
聞
』
に
二
回
寄
稿
し
て
活
字
化
し
、
自
身
の
半
生
の
記
録
で
あ
る
『
貼
雑
年
譜
』
に

も
「
私
ノ
長
詩
」
と
し
て
『
自
治
新
聞
』
の
記
事
を
貼
り
つ
け
て
あ
る
こ
と
か
ら
、「
稚

素
人
時
代
の
江
戸
川
乱
歩
作
「
長
詩　

オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
」
に
つ
い
て

宮　
　

本　
　

和 

歌 

子



一
八

281

気
満
々
」
と
は
言
い
な
が
ら
も
こ
の
作
品
を
完
全
に
否
定
し
て
い
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た

と
見
ら
れ
る
。

『
自
治
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
長
詩　

オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
」
は
、「（
一
）
憂
の
雲
」、

「（
二
）
神
の
示
現
」、「（
三
）
激
戦
」
の
三
章
分
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
フ
ラ
ン
ス
の
戦
状
、

第
二
章
で
は
神
の
啓
示
を
受
け
る
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
、
第
三
章
で
は
戦
場
で
の
ジ
ャ
ン

ヌ
・
ダ
ル
ク
を
擬
古
文
で
詠
じ
て
い
る
。
第
二
章
「
神
の
示
現
」
で
は
夏
の
夕
暮
れ
に
草

原
で
三
人
の
聖
者
の
啓
示
を
受
け
る
ジ
ャ
ン
ヌ
が
詠
わ
れ
、
第
三
章
「
激
戦
」
で
は

「
一
千
四
百
三
十
年
。
五
月
な
か
ば
」
と
い
う
具
体
的
な
年
月
が
示
さ
れ
て
い
る
な
ど
随

所
に
詳
細
な
言
及
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
創
作
に
際
し
て
何
ら
か
の
参
考
資
料
が
存

在
し
た
可
能
性
を
強
く
示
し
て
い
る
。
本
詩
が
創
作
さ
れ
た
大
正
初
期
頃
の
日
本
に
お
い

て
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
の
知
名
度
は
い
か
ば
か
り
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
明
治
二
、

三
十
年
代
に
発
行
さ
れ
た
複
数
の
中
等
学
校
西
洋
史
教
科
書
に
は
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
へ

の
言
及
を
確
認
で
き
る
。

　

  

時
に
、
ジ
ョ
ア
ン
ダ
ー
ク Joan

 D
arc 

と
称
す
る
一
少
女
あ
り
、
仏
国
の
救
済
者

と
称
し
、
仏
人
を
率
ゐ
、
自
ら
先
鋒
に
立
ち
、
オ
ル
レ
ア
ン
ス O

rlean
s

城
の
囲

を
解
き
、
チ
ャ
ー
ル
ス
を
し
て
レ
イ
ム
ス R

h
eim

s

に
践
祚
せ
し
む
、（
小
川
銀
次

郎
編
『
西
洋
史
要
』、
明
治
三
一
年
三
月
金
港
堂
）

　

  

シ
ヤ
ー
ル
七
世
の
孤
守
せ
る
オ
ル
レ
ア
ン
府
を
囲
み
、
其
陥
落
旦
夕
に
迫
り
し
が
、

会
、
ジ
ヤ
ン
・
ダ
ー
ク
と
称
す
る
一
少
女
民
間
よ
り
起
り
、（
高
桑
駒
吉
編
『
中
等

西
洋
史
』、
明
治
三
一
年
六
月
大
日
本
図
書
）

　

  

ジ
ョ
ア
ン
、
ダ
ー
ク

―
一
小
女
の
身
を
以
て
義
兵
を
起
こ
し
一
四
二
九
年
オ
ル
レ

ア
ン
城
の
囲
を
解
き
て
敵
兵
を
逐
ひ
し
か
ば
二
年
の
後
其
身
捕
虜
と
な
り
て
（
本
多

浅
治
郎
『
新
体
西
洋
歴
史
教
科
書
』、
明
治
三
二
年
九
月
開
盛
堂
）

　

  

チ
ャ
ー
ル
ス
七
世
の
即
位
せ
し
時
に
は
（
中
略
）
オ
ル
レ
ー
ア
ン
城
は
重
囲
に
陥
り

し
が
ジ
ヨ
ー
ア
ン
・
オ
ヴ
・
ア
ー
ル
ク
と
云
へ
る
一
処
女
其
囲
を
解
き
て
敵
軍
を
退

け
ぬ
。（
白
鳥
庫
吉
『
新
撰
西
洋
史
』、
明
治
三
二
年
一
一
月
冨
山
房
）

　

  

仏
王
チ
ァ
ー
レ
ス
六
世
の
死
後
に
、
英
王
其
の
後
を
承
く
べ
き
約
を
結
び
し
に
、
其

の
約
行
は
れ
ざ
り
し
か
ば
、
英
軍
大
に
侵
入
し
て
、
巴
里
を
陥
れ
、
オ
ル
レ
ア
ン

（O
rlean

s

）
を
囲
み
、
仏
国
の
危
急
、
殆
ど
旦
夕
に
迫
れ
り
。
ジ
ァ
ー
ン
、
ダ
ー

ク
（Joan

 D
arc

）
と
い
ふ
一
少
女
、
民
間
よ
り
奮
起
し
て
義
を
唱
へ
、
神
託
を
受

け
た
り
と
宣
言
し
て
、
諸
軍
を
指
揮
し
、
英
軍
を
敗
り
て
、
オ
ル
レ
ア
ン
の
囲
を
解

か
し
め
き
。（
修
文
館
編
集
部
編
述
『
新
撰
西
洋
史
』、
明
治
三
三
年
四
月
松
栄
堂
）

　

  

ジ
ョ
ア
ン
、
ダ
ー
ク
な
る
も
の
一
小
女
の
身
を
以
て
義
兵
を
起
し
一
四
二
九
年
オ
ル

レ
ア
ン
の
包
囲
を
解
き
て
敵
兵
を
逐
ひ
（
本
多
浅
治
郎
『
新
撰
西
洋
史
教
科
書
』、

明
治
三
五
年
四
月
宝
永
館
）

　

  

オ
ル
レ
ア
ン
市
の
女
傑
ジ
ァ
ン
ヌ
、
ダ
ル
ク
は
率
先
し
て
国
民
の
士
気
を
振
興
し
、

遂
に
オ
ル
レ
ア
ン
城
の
敵
囲
を
解
き
カ
ロ
ロ
を
ラ
イ
ム
ス
に
迎
へ
て
王
旗
を
飜
が
へ

し
た
り
、（
吉
国
藤
吉
編
『
西
洋
史
』、
明
治
三
六
年
一
二
月
内
田
老
鶴
圃
）

こ
の
よ
う
に
、
ジ
ョ
ン
、
ジ
ョ
ア
ン
、
ジ
ョ
ー
ン
等
日
本
語
表
記
は
不
統
一
な
が
ら
、

明
治
二
、三
〇
年
代
に
発
行
さ
れ
た
多
数
の
教
科
書
で
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
へ
の
言
及
を

確
認
で
き
る
。

教
科
書
の
他
に
も
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ラ
ー
三

が
一
八
〇
一
年
に
執
筆
し
た
と
さ
れ

る
戯
曲
「
オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
」
は
、
日
本
で
も
明
治
三
六
年
に
藤
澤
周
治
に
よ
る
訳
が

冨
山
房
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
大
正
三
年
一
一
月
水
上
斉
訳
版
な
ど
多
く

の
日
本
語
訳
版
が
存
在
す
る
。『
世
界
古
今
名
婦
鑑
』（
徳
富
蘆
花
編
著
、
明
治
三
一
年
四

月
民
友
社
）
の
よ
う
な
女
子
教
育
を
目
的
と
し
た
女
性
偉
人
伝
記
集
に
も
宮
崎
湖
処
子
に

よ
る
「
オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
」
が
収
録
さ
れ
、
明
治
大
正
期
の
日
本
に
お
い
て
オ
ル
レ
ア

ン
の
少
女
こ
と
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
は
、
女
子
が
規
範
と
す
べ
き
信
仰
心
の
篤
い
勇
敢
な

孝
国
の
少
女
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

明
治
二
七
年
生
ま
れ
の
乱
歩
は
教
科
書
で
オ
ル
レ
ア
ン
出
身
の
少
女
の
こ
と
を
学
ん
で

い
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
前
掲
の
よ
う
に
教
科
書
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
に
関
す
る
記
述

は
ど
れ
も
簡
略
な
も
の
で
、教
科
書
か
ら
得
た
知
識
だ
け
で
は
執
筆
が
困
難
な
場
面
も「
長

詩　

オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
」
に
含
ま
れ
て
い
る
。「
長
詩　

オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
」
執
筆
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に
は
他
に
何
ら
か
の
参
考
資
料
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
、
以
降
、
そ
の
材
源
を
追
究
す

る
。

二
、  

シ
ル
レ
ル
作
「
オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
」
と
宮
崎
湖
処
子
作

「
オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
」

歴
史
上
の
偉
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
を
長
詩
「
オ
ル
レ
ア
ン
の

少
女
」
と
し
て
創
作
す
る
に
際
し
、
ど
の
資
料
に
依
拠
し
た
の
か
。

そ
こ
で
、
大
正
三
年
ま
で
に
「
オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
」
と
題
さ
れ
て
い
た
シ
ル
レ
ル
作

『
悲
劇　

オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
』
の
日
本
語
訳
と
、『
世
界
古
今
名
婦
鑑
』
所
収
「
オ
ル
レ

ア
ン
の
少
女
」
の
内
容
を
最
初
に
検
討
す
る
。
ま
ず
、
シ
ル
レ
ル
『
悲
劇　

オ
ル
レ
ア
ン

の
少
女
』
の
翻
訳
版
の
内
容
を
見
る
と
、
ヒ
ロ
イ
ン
は
シ
ル
レ
ル
の
原
語
を
反
映
し
た
ヨ

ハ
ン
ナ
と
い
う
ド
イ
ツ
語
の
女
性
名
で
あ
る
。
明
治
三
六
年
藤
澤
訳
版
よ
り
、
第
一
幕
の

ヨ
ハ
ン
ナ
が
神
の
啓
示
を
受
け
る
場
面
を
引
用
す
る
。

妾
が
在
所
よ
り
、
程
遠
か
ら
ぬ
其
の
所
に
、
い
た
う
霊れ

い

験げ
ん

灼い
や

然ち
こ

に
て
、
詣
づ
る
人
の

跡
絶
え
ぬ
、
聖
母
の
尊
像
立
た
せ
し
が
、
其
の
傍
に
一
本
の
、
年
経
し
檞か

し

は
生
ひ
立

ち
た
り
。（
中
略
）
何
時
の
程
に
て
候
ひ
し
か
、
そ
れ
な
る
木
陰
に
、
終よ

も
す
が
ら夜、

神
を

念
じ
て
坐
り
し
に
、
催
す
眠
り
は
耐
へ
難
く
、
何
と
は
な
し
に
夢
う
つ
ゝ
、
現
は
れ

給
ひ
し
聖
母
の
御
姿
、
剣
と
旗
を
荷
は
せ
て
、
等
し
く
装
ふ
羊ひ

つ

牧じ
か

者ひ

の
お
ん
よ
そ
ほ

ひ
、御
声
凉
し
く
宣
ふ
や
う
、「
ヤ
ヨ
、ヨ
ハ
ン
ナ
羊
の
群
れ
を
打
ち
棄
て
よ
。
神
は
、

汝
を
其
の
他
の
勤
め
に
、
用
い
給
ふ
ぞ
よ
。
イ
デ
、
此
の
旗
を
受
け
取
れ
や
。
こ
れ

な
る
剣
を
帯お

べ

よ
か
し
。
国
に
仇
な
す
敵
を
破
り
、
汝
が
君
を
ラ
イ
ム
に
導
き
、
其
所

に
王
冠
捧
げ
よ
、」
と
、
仰
せ
に
妾
は
わ
な
ゝ
か
れ
、（
中
略
）
見
上
げ
ま
つ
れ
ば
有

難
や
、
白
き
百
合
を
ば
手
に
し
た
る
、（
シ
ル
レ
ル
作
、
藤
澤
周
治
訳
『
悲
劇　

オ

ル
レ
ア
ン
の
少
女
』、
明
治
三
六
年
一
二
月
冨
山
房
）

ジ
ャ
ン
ヌ
の
住
ま
い
に
ほ
ど
近
い
樫
の
木
陰
で
う
と
う
と
し
て
い
る
と
聖
母
が
現
れ
、

従
軍
を
促
し
た
と
い
う
。
聖
母
は
続
け
て
三
夜
続
け
て
現
れ
た
が
、
三
日
目
に
は
「
そ
も

服
従
と
い
ふ
こ
と
は
、
こ
の
世
の
婦を

ん
な女

が
務
め
な
り
」
と
、
怒
り
の
形
相
で
あ
っ
た
と
あ

る
。
一
方
、「
さ
ゝ
ふ
ね
」
名
義
長
詩
で
の
見
せ
場
の
一
つ
で
あ
る
神
の
示
現
の
場
面
は
、

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

ひ
と
日
、
後
園
に
彳
み
て
。
夏
草
し
げ
き
、
庭
も
せ
を
。
う
ち
眺
め
つ
ゝ
、
物
思
ふ
。

お
り
し
も
、
あ
れ
や
、
会
堂
の
。
彼
方
、
遙
か
に
、
燦
と
し
て
。
怪
し
く
、
白
き
火

を
見
た
り
。
あ
な
や
、
と
思
ふ
間
も
あ
ら
ず
。
遠
き
、
み
空
に
声
あ
り
て
。『
ジ
ヤ

ン
ヌ
よ
、
心
、
正
し
か
れ
。
な
、
怠
り
そ
、
礼ら

い

拝は
い

を
。』（
中
略
）
瑞
雲
、
空
に
漲み

な

ぎ

り
て
。
あ
ま
た
の
、
天
女
、
か
し
づ
け
る
。
三
た
り
の
聖
者
、
我
が
前
に
。
瞭
然
と

し
て
現
は
れ
ぬ
。（
さ
ゝ
ふ
ね
作
「
長
詩　

オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
」、
大
正
四
年
一
月

『
自
治
新
聞
』
第
四
号
。『
貼
雑
年
譜
』
ス
ク
ラ
ッ
プ
分
よ
り
。
以
下
、
引
用
同
じ
。）

暮
れ
の
屋
外
で
三
人
の
聖
者
か
ら
啓
示
を
受
け
て
い
る
点
に
お
い
て
、
聖
母
が
一
人
現

れ
て
啓
示
を
与
え
る
シ
ル
レ
ル
の
戯
曲
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
悲
劇　

オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
』
は
ジ
ャ
ン
ヌ
の
恋
情
を
絡
め
る
こ
と
で
一
層
の
憐
み
を
強
調
し
て

い
る
が
、「
さ
ゝ
ふ
ね
」
版
で
は
ジ
ャ
ン
ヌ
の
心
情
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
相
違

も
あ
る
。
こ
の
他
、
シ
ル
レ
ル
の
『
悲
劇　

オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
』
に
明
ら
か
な
類
似
を

見
せ
て
い
る
描
写
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、
シ
ル
レ
ル
の
戯
曲
に
依
拠
し
て
い
た
の

で
は
な
い
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。

続
い
て
『
世
界
古
今
名
婦
鑑
』（
前
掲
同
）
所
収
の
宮
崎
湖
処
子
「
オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
」

の
検
証
を
行
う
。
同
作
で
の
ヒ
ロ
イ
ン
は
「
ヂ
ヤ
ン
、
ダ
ー
ク
」
表
記
で
あ
り
、「
あ
る

夏
の
日
彼
は
父
の
菜
園
に
坐
し
て
あ
り
し
に
、
会
堂
の
方
に
当
つ
て
、
天
開
け
て
電
火
閃

く
を
見
き
」
と
い
う
文
言
で
啓
示
を
受
け
る
場
面
が
始
ま
っ
て
い
る
。
天
上
か
ら
の
声
を

聞
き
、
後
日
聖
ミ
カ
エ
ル
の
声
と
共
に
顕
れ
た
聖
カ
ザ
リ
ン
、
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
の
二
聖

人
を
目
撃
し
、
フ
ラ
ン
ス
を
英
国
か
ら
解
放
す
べ
し
と
の
示
現
を
「
幽
玄
な
る
言
語
を
以

て
云
ひ
顕
は
し
」
た
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
示
現
の
内
容
は
明
言
さ
れ
ず
、
三
、四

年
後
に
な
っ
て
「
曖
昧
な
り
し
異
象
の
意
味
は
、
次
第
次
第
に
発
明
さ
れ
た
り
。
然
し
て

其
の
発
明
さ
れ
た
る
異い

せ
う象

の
意
味
の
、
オ
ル
レ
ア
ン
の
救
は
る
ゝ
こ
と
、
国
王
の
レ
イ
ム

に
於
て
冠
す
る
こ
と
の
一
事
に
あ
る
こ
と
、
最
早
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
に
至
」
っ
て
従
軍
を

決
意
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

宮
崎
版
の
ジ
ャ
ン
ヌ
は
「
思
慮
ふ
か
き
心
」
を
持
っ
た
勤
勉
で
謙
虚
な
性
質
の
少
女
で
、



二
〇

279

神
の
示
現
と
い
う
よ
り
は
彼
女
の
思
慮
が
従
軍
の
意
志
を
固
め
た
も
の
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
。
ま
た
、
戦
地
で
の
武
功
や
捕
虜
と
な
っ
た
戦
の
顛
末
は
詳
述
せ
ず
、
慎
ま
し
い
人

柄
を
強
調
し
て
い
る
。
対
す
る
さ
ゝ
ふ
ね
名
義
「
オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
」（
以
下
、「
さ
ゝ

ふ
ね
」
版
と
記
す
。）
で
は
、
三
人
の
聖
者
が
「
汝
、
フ
ラ
ン
ス
の
難
に
赴
く
べ
し
」
と

具
体
的
な
示
現
で
明
確
に
従
軍
を
命
じ
る
場
面
は
あ
る
が
ジ
ャ
ン
ヌ
の
篤
い
信
仰
心
を
強

調
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
戦
の
激
し
さ
を
描
写
す
る
こ
と
で
男
勝
り
な
ジ
ャ
ン
ヌ
像

を
描
い
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
宮
崎
版
「
オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
」
も

シ
ラ
ー
の
戯
曲
同
様
、「
さ
ゝ
ふ
ね
」版
の
取
材
源
で
あ
っ
た
と
判
断
す
る
妥
当
性
を
欠
く
。

三
、
中
内
蝶
二
著
『
惹
安
達
克
』

大
正
三
年
ま
で
に
出
回
っ
て
い
た
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
の
人
生
を
描
い
た
書
籍
か
ら

「
さ
ゝ
ふ
ね
」版
と
類
似
の
見
ら
れ
る
も
の
に
、文
学
博
士
中
内
蝶
二
著『
惹
安
達
克（
じ
ゃ

ん
ぬ
だ
る
く
）』（
明
治
三
四
年
一
二
月
博
文
館
、
世
界
歴
史
譚
第
参
拾
弐
編
）
が
あ
る
。

同
書
は
、『
女
学
世
界
』
第
一
巻
第
二
号
（
明
治
三
四
年
二
月
）、
第
一
巻
第
三
号
（
明
治

三
四
年
三
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
中
内
蝶
二
に
よ
る
伝
記
「
惹
安
達
克
」
に
加
筆
し
、
世
界

歴
史
譚
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
ヒ
ロ
イ
ン
の
名
の

「
惹ジ

ヤ
ン
ヌ
ダ
ル
ク

安
達
克
」、「
惹ジ

ヤ
ン
ヌ安

」
と
い
う
表
記
は
、藤
澤
周
治
訳
版
『
オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
』
の
「
ヨ

ハ
ン
ナ
」
や
宮
崎
版
「
オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
」
に
お
け
る
「
ヂ
ヤ
ン
、ダ
ー
ク
」
に
比
べ
、

「
さ
ゝ
ふ
ね
」
版
に
近
い
。

『
惹
安
達
克
』
は
、
序
説
に
始
ま
り
第
一
章
か
ら
第
八
章
ま
で
に
結
論
を
加
え
た
構
成

で
あ
る
。
各
章
に
は
章
題
が
つ
け
ら
れ
、
第
二
章
は
「
疴お

る
れ
あ
ん
じ
や
う

爾
良
城
の
危
急
」
で
あ
る
。
同

章
に
は
、「
オ
ル
レ
ア
ン
城
の
運
命
は
旦
夕
に
迫
れ
り
。仏
蘭
西
の
滅
亡
は
眼
前
に
逼
れ
り
」

と
、
オ
ル
レ
ア
ン
城
の
危
機
は
す
な
わ
ち
フ
ラ
ン
ス
国
家
の
危
機
で
あ
る
こ
と
を
二
文
に

分
け
て
伝
え
る
表
現
が
あ
る
。
章
題
に
使
わ
れ
て
い
る
「
危
急
」
と
い
う
語
は
「
さ
ゝ
ふ

ね
」
版
の
「
オ
ル
レ
ア
ン
城
危
し
。
国
家
の
危
急
旦
夕
に
逼
る
。」
と
い
う
書
き
出
し
の

一
文
で
も
使
用
さ
れ
、
緊
迫
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
情
勢
を
強
調
し
て
い
る
。

『
惹
安
達
克
』
の
原
作
と
も
い
え
る
『
女
学
世
界
』
版
「
惹
安
達
克
」
に
は
「
運
命
は

旦
夕
に
迫
れ
り
」
と
い
う
表
現
は
見
ら
れ
ず
、『
惹
安
達
克
』
に
の
み
確
認
で
き
る
。
世

界
歴
史
譚
第
参
拾
弐
編
中
内
蝶
二
『
惹
安
達
克
』
を
参
考
に
、「
さ
ゝ
ふ
ね
」
名
義
で
大

学
生
時
代
の
江
戸
川
乱
歩
は
「
長
詩　

オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
」
を
執
筆
し
た
の
で
は
な
い

か
。『

惹
安
達
克
』
第
三
章
「
奇
代
の
少
女
（
上
）」
に
は
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
の
生
い
立
ち

や
神
の
示
現
、
従
軍
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
示
現
の
場
面
を
参
照
す
る
。

頃
し
も
千
四
百
二
十
五
年
の
夏
の
日
の
こ
と
な
り
き
、
惹
安
例
の
如
く
後
園
を
逍
遥

し
け
る
時
、
何
処
と
も
な
く
、『
惹
安
よ
、
惹
安
よ
』
と
我
名
を
呼
ぶ
者
あ
り
、

左さ
べ
ん
う
こ

眄
右
顧
身
辺
を
窺
へ
ど
も
人
の
影
を
認
め
ず
、
首
を
傾
け
、
耳
を
そ
ば
だ
て
ゝ
、

声
の
来
る
所
を
考
ふ
る
に
、
確
か
に
寺
院
の
方
よ
り
聞
こ
ゆ
る
も
の
ゝ
如
し
。
太い

た

く

驚
き
て
仰
ぎ
見
む
と
す
れ
ば
、倐た

ち

忽ま
ち

一
道
の
光
明
赫
灼
と
し
て
空
中
に
燿
き
ぬ
。（
中

略
）
漸
く
に
し
て
我
に
回か

へ

れ
ば
、三
人
の
天
使
空
よ
り
降
り
て
惹
安
が
傍
に
来
り
（
中

内
蝶
二
著
、
山
中
古
洞
画
『
惹
安
達
克
』、
明
治
三
四
年
一
二
月
博
文
館
、
世
界
歴

史
譚
第
参
拾
弐
編
。
以
下
、
引
用
同
じ
。）

「
さ
ゝ
ふ
ね
」
版
「（
二
）
神
の
示
現
」
に
お
け
る
示
現
の
場
面
は
前
章
で
引
用
し
て
い

る
通
り
で
あ
る
が
、夏
の
後
園
に
い
た
ジ
ャ
ン
ヌ
が
会
堂
の
方
角
に
怪
し
い
光
を
認
め
る
、

何
者
か
が
ジ
ャ
ン
ヌ
の
名
を
呼
ぶ
、
空
か
ら
三
人
の
聖
者
が
降
り
て
来
る
と
い
う
点
で
一

致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
三
人
の
天
使
の
お
告
げ
と
ジ
ャ
ン
ヌ
の
反
応
を
描
い
た
場

面
に
つ
い
て
も
、
類
似
が
見
ら
れ
る
。

凜
然
と
し
て
神
命
を
伝
へ
て
曰
く
『
起
て
惹
安
よ
、
汝
は
仏
蘭
西
の
社
稷
を
救
は
ざ

る
べ
か
ら
ず
』
と
、
惹
安
怪
み
且
つ
恐
れ
て
答
へ
て
曰
く
『
天
使
よ
、
妾
は
賤
し
き

農
家
の
女
に
て
侍
り
。太
刀
持
つ
業
は
勿
論
馬
に
騎
る
こ
と
だ
に
か
な
は
ぬ
身
に
て
、

如
何
で
か
然
る
大
業
の
為
し
得
ら
る
べ
き
』
天
使
『
否
と
よ
、
惹
安
憂
ふ
る
こ
と
勿

れ
。
神
命
な
り
、
唯
速
や
か
に
将
軍
ボ
ー
ド
リ
ク
ー
ル
の
下
に
行
け
』
と
。（『
惹
安

達
克
』）

フ
ラ
ン
ス
を
救
う
の
は
ジ
ャ
ン
ヌ
だ
と
呼
び
か
け
る
天
使
に
、
賤
し
い
農
家
の
娘
で
武

術
の
心
得
も
な
く
、
国
家
を
救
う
と
い
う
大
業
は
自
分
に
は
無
理
だ
と
ジ
ャ
ン
ヌ
は
答
え

る
。
そ
れ
を
聞
い
た
天
使
は
、
心
配
せ
ず
に
ボ
ー
ド
リ
ク
ー
ル
将
軍
の
下
へ
行
く
よ
う
に



素人時代の江戸川乱歩作「長詩　オルレアンの少女」について

二
一

278

指
示
す
る
。「
さ
ゝ
ふ
ね
」
版
「（
二
）
神
の
示
現
」
で
は
、

『
ジ
ヤ
ン
ヌ
よ
、
汝
、
フ
ラ
ン
ス
の
難
に
赴
く
べ
し
。』
妾
の
如
き
賤
の
女
が
。
な
ど
、

さ
る
事
の
、
為
し
得
べ
き
。
神
よ
、
妾
は
女
な
り
。
智
恵
と
力
の
す
ぐ
れ
た
る
。
勇

者
も
世
に
は
、
あ
ら
ん
も
の
。
か
く
と
叫
べ
ば
、
声
あ
り
て
。
聖
者
は
又
も
、
の
給

ひ
ぬ
。
こ
と
ば
『
憂
ふ
る
勿
れ
、只
だ
ロ
ベ
ー
ル
将
軍
の
下
に
行
け
。』（「
さ
ゝ
ふ
ね
」

版
）

国
難
を
救
う
べ
き
だ
と
の
天
使
の
言
葉
に
対
し
、
賤
し
い
身
分
の
女
で
あ
る
自
分
で
は

な
く
、
他
に
適
任
者
が
い
る
だ
ろ
う
と
ジ
ャ
ン
ヌ
が
答
え
、
天
使
は
心
配
せ
ず
に
ロ
ベ
ー

ル
将
軍
の
下
へ
行
く
よ
う
告
げ
て
い
る
。
賤
し
い
身
分
で
あ
る
と
い
う
ジ
ャ
ン
ヌ
の
回
答

だ
け
で
な
く
、「
憂
ふ
る
こ
と
勿
れ
。
神
命
な
り
、
唯
速
や
か
に
将
軍
ボ
ー
ド
リ
ク
ー
ル

の
下
に
行
け
」（『
惹
安
達
克
』）、「
憂
ふ
る
勿
れ
、
只
だ
ロ
ベ
ー
ル
将
軍
の
下
に
行
け
。」

（「
さ
ゝ
ふ
ね
」
版
）
と
、
将
軍
の
名
は
変
え
て
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
一
の
文
句
で
返
答

し
て
い
る
。

三
人
の
天
使
の
啓
示
を
受
け
た
と
信
じ
る
ジ
ャ
ン
ヌ
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
救
う
役
目
を

負
っ
て
い
る
の
は
自
分
で
あ
る
と
考
え
て
将
軍
に
面
会
す
る
。『
惹
安
達
克
』
で
は
、ジ
ャ

ン
ヌ
の
「
熱
誠
」
に
心
動
か
さ
れ
た
伯
父
が
、
彼
女
を
将
軍
の
下
へ
連
れ
て
行
く
。
ジ
ャ

ン
ヌ
は
ボ
ー
ド
リ
ク
ー
ル
将
軍
に
面
会
し
、「
妾
は
神
の
示
現
を
蒙
り
て
、
仏
国
の
危
き

を
救
は
む
が
為
め
に
来
れ
り
」
と
述
べ
る
。
田
舎
娘
然
と
し
た
服
装
の
ジ
ャ
ン
ヌ
を
見
た

ボ
ー
ド
リ
ク
ー
ル
将
軍
は
、「
必
ら
ず
狂
女
な
ら
む
」
と
考
え
て
ジ
ャ
ン
ヌ
を
退
け
、「
予

言
者
も
人
に
信
ぜ
ら
れ
ざ
る
こ
と
あ
り
。
惹
安
が
満ま

ん
く
う腔

の
熱ね

つ
せ
い誠

も
、
遂
に
ボ
ー
ド
リ
ク
ー

ル
を
動
か
す
こ
と
能
は
ざ
り
し
か
」と
、ジ
ャ
ン
ヌ
の
熱
意
は
通
じ
な
か
っ
た
。
一
旦
ボ
ー

ド
リ
ク
ー
ル
に
拒
否
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
ヌ
は
再
度
ヴ
ー
ク
リ
ユ
ー
ル
で
将
軍
に
謁
見
し
、「
願

は
く
ば
、
妾
に
仮
す
に
一
隊
の
兵
士
を
以
て
せ
よ
」
と
願
い
出
て
い
る
。
将
軍
と
ジ
ャ
ン

ヌ
の
初
の
面
会
か
ら
三
週
間
経
過
し
ジ
ャ
ン
ヌ
の
熱
意
が
人
々
に
通
じ
始
め
た
様
子
は
、

「
到
る
所
に
嘲
笑
を
招
き
し
惹
安
が
言
も
熱
誠
天
に
通
じ
て
漸
く
人
の
用
う
る
所
と
な
ら

む
と
す
」
と
あ
り
、
ジ
ャ
ン
ヌ
の
熱
意
が
「
熱
誠
」
と
い
う
語
で
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

一
方
、「
さ
ゝ
ふ
ね
」
版
で
は
、
ロ
ベ
ー
ル
将
軍
に
面
会
し
た
ジ
ャ
ン
ヌ
は
「
将
軍
よ

願
は
く
ば
。
妾
に
、
一
隊
の
、
兵
を
か
せ
」
と
請
い
、「
我
れ
。
神
の
示
現
に
よ
り
て
。

フ
ラ
ン
ス
を
救
ひ
。
正
し
き
。
国
王
、
シ
ヤ
ー
ル
陛
下
を
、
助
け
ま
つ
ら
ん
」
と
決
意
を

表
明
し
て
い
る
。
揺
る
ぎ
な
い
意
志
を
示
す
ジ
ャ
ン
ヌ
の
様
子
は
、「
鉄
を
も
焼
か
ん
、

熱ね
つ
せ
い誠

に
。
少
女
の
眼
、
輝
き
て
。
双
頬
、
燃
ゆ
る
、
火
の
如
し
。
噫
、
偉
大
な
る
信
仰
よ
。

初
め
は
、
狂き

や
うと

嘲
り
て
。
打
ち
笑
ひ
つ
ゝ
、
聞
き
ゐ
た
る
鬼
神
の
如
き
将
軍
も
。
思
は
ず
、

涙
、
さ
し
ぐ
み
て
」
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。

「
神
の
示
現
」
に
従
い
フ
ラ
ン
ス
を
救
う
た
め
に
や
っ
て
き
た
と
将
軍
に
述
べ
一
隊
の

兵
を
借
り
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
、
神
の
示
現
に
従
い
従
軍
を
希
望
す
る
ジ
ャ
ン
ヌ
を
狂

人
と
し
て
嘲
る
、
ジ
ャ
ン
ヌ
の
熱
意
を
「
熱
誠
」
と
表
現
し
て
い
る
、
最
初
は
嘲
っ
て
い

た
人
々
が
ジ
ャ
ン
ヌ
の
熱
誠
に
心
動
か
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、「
さ
ゝ
ふ
ね
」
版
の

短
い
場
面
内
で
も
多
く
『
惹
安
達
克
』
と
一
致
す
る
語
彙
や
酷
似
し
た
描
写
が
見
ら
れ
、

示
現
を
受
け
た
ジ
ャ
ン
ヌ
が
将
軍
に
初
対
面
を
果
た
し
従
軍
す
る
ま
で
を
描
い
た
「（
二
）

神
の
示
現
」
で
は
多
く
『
惹
安
達
克
』
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「（
三
）
激
戦
」
で
は
、「
一
千
四
百
三
十
年
。
五
月
な
か
ば
」
の
戦
い
が
描
か
れ
て
い

る
四

。『
惹
安
達
克
』
で
は
、ジ
ャ
ン
ヌ
が
ボ
ー
ド
リ
ク
ー
ル
将
軍
に
初
の
面
会
を
し
た
「
紀

元
千
四
百
二
十
八
年
五
月
十
三
日
」
か
ら
「
紀
元
千
四
百
二
十
九
年
四
月
二
十
七
日
」
の

英
軍
の
包
囲
す
る
オ
ル
レ
ア
ン
城
で
の
ジ
ャ
ン
ヌ
の
活
躍
ま
で
詳
述
し
て
い
る
が
、「
さ
ゝ

ふ
ね
」
版
で
は
将
軍
ロ
ベ
ー
ル
と
の
面
会
の
後
、「
一
千
四
百
三
十
年
。
五
月
な
か
ば
」

ま
で
月
日
が
飛
び
、『
惹
安
達
克
』
第
四
章
相
当
箇
所
か
ら
第
六
章
相
当
箇
所
ま
で
割
愛

さ
れ
て
い
る
。『
自
治
新
聞
』
掲
載
分
は
捕
虜
と
な
る
場
面
ま
で
行
か
ず
に
未
完
と
な
っ

て
い
る
が
、
一
四
三
〇
年
五
月
半
ば
と
い
う
日
時
か
ら
コ
ン
ピ
エ
ー
ニ
ュ
の
戦
い
を
描
こ

う
と
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
、
疲
弊
し
た
フ
ラ
ン
ス
軍
兵
士
を
目
に
し
た
将
軍
は
、「
此

の
戦
ひ
に
敗
れ
な
ば
。
ア
ゝ
、永
久
に
、フ
ラ
ン
ス
の
。
社
禝
の
祀
り
、絶
え
は
て
ん
」
と
、

国
家
の
将
来
を
案
じ
て
嘆
い
て
い
る
。

対
す
る
『
惹
安
達
克
』
第
七
章
「
女
傑
の
末
路
」
で
は
、「
紀
元
千
四
百
三
十
年
五
月

廿
日
」、
コ
ン
ピ
エ
ー
ニ
ュ
で
英
軍
に
突
撃
す
る
ジ
ャ
ン
ヌ
が
捕
虜
と
な
り
、「
紀
元

千
四
百
三
十
一
年
五
月
三
十
日
」
に
彼
女
が
処
刑
さ
れ
た
後
の
民
衆
の
評
判
ま
で
描
か
れ

て
い
る
。『
惹
安
達
克
』
の
最
終
章
「
結
論
」
に
お
い
て
は
、「
城
塁
悉
く
陥
り
、
国
土
到

る
所
に
蹂
躙
せ
ら
れ
、
王
は
辺
陲
に
蒙
塵
し
て
、
ま
た
頼
る
べ
き
処
な
く
社
禝
永
く
祀
り

を
絶
た
む
と
せ
し
仏
蘭
西
の
国
家
が
幸
に
運
命
を
今
日
に
全
う
し
得
た
る
は
こ
れ
全
く
惹
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安
が
賜
物
に
あ
ら
ず
や
」
と
、
ジ
ャ
ン
ヌ
の
功
績
を
称
え
て
い
る
。

「
オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
」
と
題
さ
れ
た
「
さ
ゝ
ふ
ね
」
名
義
長
詩
は
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ

ル
ク
の
行
状
を
詠
っ
た
叙
事
詩
と
い
う
に
し
て
は
簡
略
な
内
容
で
あ
る
。
し
か
し
、
ジ
ャ

ン
ヌ
の
人
生
を
変
え
る
こ
と
と
な
っ
た
夏
の
草
原
に
お
け
る
神
の
啓
示
の
情
景
描
写
や
、

捕
虜
と
な
っ
た
コ
ン
ピ
エ
ー
ニ
ュ
の
戦
い
の
正
確
な
年
月
、
既
に
述
べ
た
フ
ラ
ン
ス
国
家

の
「
危
急
」
が
「
旦
夕
に
」
迫
る
と
い
っ
た
語
彙
の
他
、「
軍
旅
」、「
剣
激
」、「
敵
塁
」

な
ど
の
語
も『
惹
安
達
克
』で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。『
惹
安
達
克
』序
説
で
は
、

国
王
か
ら
庶
民
ま
で
を
救
い
国
家
を
守
っ
た
、
回
天
の
偉
業
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
功
績

を
残
し
た
女
傑
は
全
世
界
で
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
し
か
い
な
い
と
し
て
い
る
。
対
す
る

「
さ
ゝ
ふ
ね
」版
は
フ
ラ
ン
ス
の
窮
状
や
激
し
い
戦
況
を
も
の
と
も
せ
ず
立
ち
向
か
う
ジ
ャ

ン
ヌ
を
詠
っ
た
も
の
で
、
三
人
の
天
使
の
示
現
を
受
け
て
従
軍
を
志
願
し
た
こ
と
に
な
っ

て
は
い
る
が
宮
崎
版
「
オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
」
の
ジ
ャ
ン
ヌ
の
よ
う
な
敬

さ
は
強
調
さ

れ
て
お
ら
ず
、
シ
ル
レ
ル
作
『
悲
劇　

オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
』
の
よ
う
に
女
性
の
美
徳
と

し
て
の
従
順
さ
や
愛
情
深
さ
を
備
え
た
人
物
で
あ
る
と
も
し
て
い
な
い
。

大
学
を
卒
業
し
た
平
井
青
年
は
い
く
つ
も
の
職
を
転
々
と
し
た
後
の
大
正
一
二
年
、「
二

銭
銅
貨
」
で
江
戸
川
乱
歩
と
い
う
筆
名
を
掲
げ
作
家
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
が
、
人
気
作
家

と
な
り
多
く
の
作
品
を
執
筆
す
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
男
女
の
恋
愛
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に

据
え
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
五

、
特
定
の
神
仏
や
宗
教
へ
の
篤
い
信
仰
心
を
描
写
す
る

こ
と
も
な
か
っ
た
。

「
さ
ゝ
ふ
ね
」
名
義
で
『
自
治
新
聞
』
に
発
表
さ
れ
た
「
長
詩　

オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
」

は
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
の
勇
ま
し
い
戦
い
ぶ
り
を
描
い
た
『
惹
安
達
克
』
を
材
源
に
選
択

し
て
書
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
恋
愛
に
ま
つ
わ
る
心
理
的
機
微
を
詳
細
に
描
写

す
る
こ
と
を
好
ま
な
い
、
特
定
の
神
仏
へ
の
信
仰
心
に
重
き
を
置
か
な
い
と
い
う
江
戸
川

乱
歩
作
品
の
特
徴
は
、
大
学
生
時
代
の
創
作
活
動
で
す
で
に
萌
芽
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。乱

歩
の
作
品
に
登
場
す
る
女
性
の
中
で
も
、
美
貌
に
惹
か
れ
て
寄
っ
て
く
る
若
い
男
性

を
次
々
に
殺
害
す
る
「
化
人
幻
戯
」（
昭
和
二
九
年
一
一
月
『
別
冊
宝
石
』、
昭
和
三
〇
年

一
月
〜
一
〇
月
『
宝
石
』）
の
伯
爵
夫
人
や
、
防
空
壕
の
中
で
一
夜
を
過
ご
し
た
相
手
が

若
い
美
女
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
男
に
対
し
、
若
い
女
と
間
違
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
最
初

か
ら
知
っ
て
お
り
、
若
い
女
性
の
よ
う
に
振
る
舞
い
通
し
た
「
防
空
壕
」（
昭
和
三
〇
年

七
月
『
文
芸
』）
の
老
女
は
、
女
性
と
は
男
性
の
庇
護
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
弱
い

存
在
で
あ
る
と
い
う
社
会
通
念
が
真
実
で
は
な
い
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
男
性
の
庇
護

な
く
と
も
知
恵
を
働
か
せ
自
力
で
行
動
し
、
男
性
を
欺
き
陥
れ
る
こ
と
も
厭
わ
な
い
強
か

な
女
性
は
、
前
述
二
作
品
以
外
に
も
「
一
人
二
役
」（
大
正
一
四
年
九
月
『
新
小
説
』）
や

「
妖
虫
」（
昭
和
八
年
一
二
月
〜
昭
和
九
年
一
〇
月
『
キ
ン
グ
』）、『
ぺ
て
ん
師
と
空
気
男
』

（
昭
和
三
四
年
一
一
月
桃
源
社
）
な
ど
、
乱
歩
作
品
に
多
く
登
場
す
る
。

実
は
強
か
な
女
性
が
乱
歩
の
作
品
に
頻
繁
に
登
場
し
た
理
由
と
し
て
、
他
者
の
庇
護
が

必
須
の
よ
う
に
見
せ
か
け
そ
の
実
周
囲
を
手
玉
に
取
っ
て
い
る
女
性
と
は
、
読
者
が
事
件

の
犯
人
を
推
理
す
る
楽
し
み
を
長
く
保
持
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
探
偵
小
説
の
悪
役
と

し
て
、
意
外
性
が
あ
り
用
い
や
す
い
人
物
像
の
一
つ
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

「
乱
歩
打
明
け
話
」（
大
正
一
五
年
九
月
『
大
衆
文
芸
』）
に
は
、
乱
歩
が
中
学
二
年

十
五
歳
の
「
性
的
な
事
柄
を
ま
だ
よ
く
弁
へ
な
い
少
年
時
代
」
に
、「
実
に
プ
ラ
ト
ニ
ツ

ク
で
、
熱
烈
で
、
僕
の
一
生
の
恋
が
、
そ
の
同
性
に
対
し
て
皆
使
ひ
つ
く
さ
れ
て
了
つ
た

観
が
あ
る
」
ほ
ど
の
初
恋
を
同
い
年
の
少
年
相
手
に
体
験
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

時
に
純
粋
な
恋
愛
感
情
を
使
い
果
た
し
、
以
降
は
異
性
に
恋
と
も
見
え
る
感
情
を
抱
く
こ

と
は
あ
っ
た
が
、
性
的
関
係
が
伴
う
せ
い
か
不
純
な
偽
物
の
恋
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
な

ら
な
い
と
続
け
ら
れ
て
い
る
。

乱
歩
に
と
っ
て
の
女
性
と
は
憧
憬
の
対
象
と
し
て
の
理
想
的
存
在
で
は
な
く
、
む
し
ろ

現
実
へ
の
対
峙
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
社
会
的
制
度
や
肉

体
的
な
問
題
か
ら
男
性
よ
り
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
際
に

従
順
で
男
性
よ
り
弱
い
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
女
性
観
を
有
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

肉
体
的
、
社
会
的
な
不
利
を
理
知
や
行
動
力
で
補
い
男
性
に
比
肩
す
る
働
き
を
見
せ
る
乱

歩
の
諸
作
品
の
女
性
と
は
、『
惹
安
達
克
』
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
像
と
も
共
通
し
て
い
る
。

身
体
能
力
の
弱
さ
や
社
会
的
制
約
を
知
恵
と
行
動
力
で
補
い
活
躍
す
る
人
物
像
と
は
、
江

戸
川
乱
歩
名
義
で
作
家
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
発
表
し
た
少
年
探
偵
団
シ
リ
ー

ズ
六

に
登
場
す
る
明
智
小
五
郎
の
少
年
助
手
・
小
林
芳
雄
と
少
年
探
偵
団
員
た
ち
に
も
該

当
す
る
。
身
体
機
能
や
社
会
的
立
場
は
知
恵
や
機
転
と
比
例
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
明
す

る
乱
歩
作
品
の
女
性
や
少
年
は
、
作
中
人
物
に
自
身
を
重
ね
て
読
む
少
年
読
者
や
女
性
読

者
に
活
躍
の
可
能
性
を
自
覚
さ
せ
、
夢
を
与
え
る
存
在
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
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お
わ
り
に

本
稿
で
は
、『
貼
雑
年
譜
』
に
残
さ
れ
て
い
る
「
長
詩　

オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
」
を
元
に
、

シ
ル
レ
ル
作
・
藤
澤
周
治
訳
版
『
悲
劇　

オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
』、『
世
界
古
今
名
婦
鑑
』

所
収
の
宮
崎
湖
処
子
「
オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
」、
中
内
蝶
二
『
惹
安
達
克
』
と
の
比
較
を

行
い
、「
さ
ゝ
ふ
ね
」
版
「
長
詩　

オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
」
は
『
惹
安
達
克
』
を
参
考
に

創
作
さ
れ
た
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
は
明
治
時
代
の
日
本
で
も
知
名
度
が
高
く
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク

を
テ
ー
マ
と
し
た
文
芸
作
品
も
多
数
出
回
っ
て
い
た
。
女
子
教
育
を
意
識
し
て
書
か
れ
た

も
の
、
従
順
さ
と
愛
情
深
さ
を
持
ち
、
国
の
運
命
を
背
負
っ
て
勇
ま
し
く
戦
う
少
女
を
描

い
た
も
の
な
ど
作
者
に
よ
っ
て
作
品
内
で
の
ジ
ャ
ン
ヌ
像
は
様
々
で
あ
っ
た
が
、
一
介
の

大
学
生
で
あ
っ
た
平
井
太
郎
、
後
の
江
戸
川
乱
歩
が
魅
力
を
感
じ
模
倣
し
た
の
は
、
自
ら

の
性
別
が
女
性
で
あ
る
こ
と
を
さ
ほ
ど
意
識
せ
ず
、
男
性
と
対
等
に
国
家
の
戦
争
に
勇
敢

に
身
を
投
じ
て
ゆ
く
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
像
で
あ
っ
た
。

「
さ
ゝ
ふ
ね
」
版
「
長
詩　

オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
」
が
『
惹
安
達
克
』
を
参
考
に
執
筆

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
江
戸
川
乱
歩
名
義
で
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
以
降
の
作
品
の
、
恋

愛
感
情
や
特
定
の
神
仏
の
霊
験
、
男
性
に
一
方
的
に
庇
護
を
受
け
る
立
場
と
し
て
の
女
性

に
つ
い
て
詳
細
に
描
く
こ
と
を
好
ま
な
い
と
い
う
傾
向
は
、
大
学
生
時
代
か
ら
存
在
し
て

い
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。「
さ
ゝ
ふ
ね
」
版
で
描
か
れ
た
ジ
ャ
ン
ヌ
像
は
、
社
会
的
、

肉
体
的
不
利
を
勇
気
で
補
い
、
社
会
的
に
も
肉
体
能
力
的
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
男
性
以
上

の
働
き
を
す
る
少
女
で
あ
っ
た
。
不
利
な
立
場
に
い
る
よ
う
に
見
え
る
女
性
や
子
供
が
理

知
を
武
器
に
、
成
人
男
性
に
比
肩
す
る
活
躍
を
見
せ
る
例
は
江
戸
川
乱
歩
名
義
で
発
表
し

た
諸
作
品
に
も
多
く
存
在
す
る
。
素
人
時
代
の
江
戸
川
乱
歩
が
「
さ
ゝ
ふ
ね
」
名
義
で
書

い
た
「
長
詩　

オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
」
で
は
、
作
家
活
動
を
行
う
よ
り
前
に
早
く
も
こ
う

し
た
人
物
像
を
取
り
入
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

な
お
、『
惹
安
達
克
』
で
は
「
チ
ャ
ー
ル
ス
」「
ヴ
ー
ク
リ
ユ
ー
ル
」
と
表
記
さ
れ
て
い

る
固
有
名
詞
が
「
さ
ゝ
ふ
ね
」
版
で
は
「
シ
ヤ
ー
ル
」「
オ
ー
ク
ル
ユ
ー
ル
」
と
表
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
惹
安
達
克
』
の
他
に
も
参
考
と
し
た
資
料
が
存
在
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。『
白
虹
』に
は
掲
載
し
た
と
い
う
が『
自
治
新
聞
』に
は
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た「
長

詩　

オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
」
後
半
部
分
の
精
査
と
並
び
、『
惹
安
達
克
』
以
外
の
参
考
資

料
の
追
究
が
必
要
で
あ
る
。

注

一　
『
貼
雑
年
譜
』
に
は
、
編
集
所
は
鍛
冶
橋
近
く
と
記
憶
す
る
、
と
あ
る
。

二　
『
貼
雑
年
譜
』
で
は
、
乱
歩
と
同
じ
早
稲
田
大
学
の
学
生
で
あ
っ
た
長
谷
川
光
太
郎

君
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
乱
歩
と
と
も
に
『
川
崎
克
伝
』
編
纂
を
行
っ
た
長
谷
川
光

太
郎
と
同
一
人
物
で
あ
り
、『
川
崎
克
伝
』
の
「
発
刊
・
編
纂
に
際
し
て
」
か
ら
国

民
新
聞
社
調
査
部
に
所
属
し
た
経
験
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

三　

現
代
で
は
シ
ラ
ー
表
記
が
一
般
的
だ
が
、
以
降
の
本
稿
で
は
藤
澤
周
治
訳
版
で
の
表

記
に
従
い
シ
ル
レ
ル
と
表
記
す
る
。

四　
『
女
学
世
界
』
第
一
巻
第
三
号
掲
載
分
「
惹
安
達
克
（
下
）」
で
は
、
一
四
二
九
年
五

月
六
日
早
朝
か
ら
二
日
間
に
わ
た
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
英
軍
と
仏
軍
の
「
激
戦
」

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
さ
ゝ
ふ
ね
」版
の「
激
戦
」は
一
九
二
九
年
五
月
中
旬
を
詠
っ

て
お
り
、『
女
学
世
界
』
版
「「
惹
安
達
克
」
で
の
激
戦
と
は
日
付
が
異
な
っ
て
い
る
。

五　

大
正
一
五
年
一
〇
月
一
日
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
掲
載
の
「
人
で
な
し
の
恋
」
で
は
、

繰
り
返
し
強
調
さ
れ
て
い
る
語
り
手
の
女
性
の
恋
心
が
夫
の
死
を
招
く
こ
と
と
な
っ

て
い
る
が
、
恋
愛
模
様
の
描
写
が
作
品
の
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。

六　

昭
和
一
一
年
一
月
か
ら
同
年
一
二
月
に
か
け
て
講
談
社
の
月
刊
少
年
誌
『
少
年
倶
楽

部
』
に
連
載
さ
れ
た
江
戸
川
乱
歩
作
「
怪
人
二
十
面
相
」
に
始
ま
る
一
連
の
作
品
で
、

小
林
芳
雄
を
団
長
に
掲
げ
る
少
年
探
偵
団
員
た
ち
と
手
を
変
え
品
を
変
え
彼
ら
を
脅

か
し
時
に
は
少
年
た
ち
の
実
家
の
家
宝
を
も
狙
う
怪
人
二
十
面
相
と
の
対
決
を
描

き
、
少
年
読
者
の
支
持
を
得
た
。

付
記　

引
用
文
は
特
記
し
た
も
の
を
除
い
て
そ
れ
ぞ
れ
初
出
に
よ
り
、
通
行
の
字
体
を
用

い
、
適
宜
ル
ビ
を
省
い
た
。
な
お
、
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
２
５
７
７
０
０
８
０
の

助
成
を
受
け
た
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




